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方法，手順が正確に記載されており，試験結果は生データを正確に反映していることを下記の

通り確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　　　　　　　　　　　　実施日　　　　　　　　　　　　運営管理者および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験責任者への報告日

　試験実施状況査察　　　1998年　2月24日　　　　　　　　　1998年　2月24日

　　　　　　　　　　　1998年　2月26日　　　　　　　1998年　2月26一日

　試験報告書監査　　　　1998年　3月31日　　　　　　　　　1998年　3月31日

　　　　　　　　　　　1998年　3月31日

　　　　　　　　　　　　　　信頼性保証担当者　：
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1．表題：

2．試験目的：

試験実施概要

1，2，3一トリクロロベンゼンのオオミジンコ（〃a吻血朋8刀a）に対する

急性遊泳阻害試験

1，2，3一トリクロロベンゼンについて，オオミジンコ（〃a伽ia姻8刀a）に対する

急性遊泳阻害試験を行い，24および48時間後の半数遊泳阻害濃度（Eic50）お

よび最大無作用濃度（NOEci）を求める。

3．適用ガイドライン：

4．適用G　L　P：

5．試験委託者

　名称：

　住所：

　委託担当者：

6．試験受託者：

　名称：

　所在地：

7．試験施設：

　名称：

　所在地：

本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo。202．「ミジンコ類，急性遊

泳阻害試験および繁殖試験」　（1984年）に準拠した。

本試験は環境庁のGL　P纐Uに準拠した。

環境庁

〒100－8975　東京都千代田区霞が関一丁目2－2

企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐　 　

株式会社三菱化学安全科学研究所

〒105－0014　東京都港区芝二丁目1－30

株式会社三菱化学安全科学研究所　横浜研究所

〒227－0033神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1000番地
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8．試験関係者：

　試験責任者

　試験担当者

　分析担当者

9．試験期間：『試験開始日　　　　　　　1997年12月16日

　　　　　　　試験終了日　　　　　　　1998年　3月31日

　　　　　　　暴露期間　　　　　　　1998年　2月24日～1998年　2月26日

10．保管：

　　試験に関する下記の記録および試資料は，試験報告書作成後10年間，当研究所試資料

　保管施設に保管する。その後の保管については別途協議の上定める。

　　　1）試験計画書，同変更の記録

　　　2）試験報告書

　　　3）生データ

　　　4）信頼性保証業務担当者の監査・査察記録

　　　5）被験物質

　　　6）その他必要なもの
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要 b
目

鑓環境庁
表　　題

　1，2，3一トリクロロペンゼンのオオミジンコ（〃a吻ia皿岬8）に対する急性遊泳阻害試験

試験番号

7B748G

試験方法

　　　本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類，急性遊泳阻害試験お

　　よび繁殖試験」　（1984年）に準拠して実施した。

　　1）被験物質：　1，2，3一トリクロロベンゼン

　　2）暴露方式：　止水式

　　3）供試生物：　オオミジンコ（〃a吻ia麗8認）

　　4）暴露期間：　48時間

　　5）試験濃度（設定値）：対照区，助剤対照区，0．100，0．180，0．320，0．560およびLOO㎎／L

　　　　　　　　　　　　（公比1．8，助剤濃度一定：33㎎／L，HCO－40およびD断使用）

　　6）試験液量：　1容器（連）に付き100虹

　　7）連数：　　　4容器（連）／濃度区

　　8）供試生物数：20頭／濃度区（1連に付き5頭）

　　9）試験温度：　20±1℃

　　10）照明：　　16時間明／8時間暗

　　11）被験物質の分析：H　P　L　C法
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結　　果

　　1）試験液中の被験物質濃度

　　　　被験物質の実測濃度が設定値の±20％を越えたものがあったため，各影響濃度の算出

　　　には実測値（幾何平均値）を採用した。

　　2）24時間暴露後の結果

　　　　半数遊泳阻害濃度（Eic50）：　o．412㎎／L（95％信頼限界：o．256～o．786㎎／L）

　　　　最大無作用濃度（NOEci）：　　　o．256㎎／L

　　　　loO％阻害最低濃度：　　　　o．786㎎／L

　　3）48時間暴露後の結果

　　　　半数遊泳阻害濃度（Eic50）：　o．458雌／L（95％信頼限界：o．256～o．786㎎／L）

　　　　最大無作用濃度（NoEci）：　　　o・256㎎／L

　　　　100％阻害最低濃度：　　　　　0，786㎎／L
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1　被験物質

　L1名称，構造式および物理化学的性状

　　名称：　　1，2，3一トリクロロペンゼン

　　　　　　　　　　（略称　1，2，3－T　C　B）

　　CAS恥：　　87－61－6

　　構造式：
　　　　　　　　　　　　C1
　　　　　　　　　　　◎〔ll

分子式：

分子量帽：

沸点程：

融点d：

水溶解度11：

10gPoct幸2：

C‘H3C13

181．44

221℃

53．7℃

12㎎／L（22℃）

4．02～4．11

＊1：供給者提供資料

＊2：環境化学物質要覧一環境庁環境化学物質研究会編，丸善（昭和63年）

1．2供試試料

　　純度↓㌧　　　　100．O％

　　ロット番号幸1：　TPG3364

　供給者：

　供給量幸1：　　25g

　入手日：　　1997年12月8日

　外観‡㌧　　　　くすんだ白色塊

　＊1：供給者提供資料
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1．3被験物質の確認および保管条件下での安定性

　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　入手した被験物質の赤外吸収スペクトルを測定し，被験物質の構造と矛盾が認められない

ことを確認した。試験終了時にも赤外吸収スペクトルを測定し，試験開始前に測定したスペ

クトルと比較した。その結果，スペクトルに変化はなかったことより被験物質は保管中は安

定であったと判断された。

（

（

2　供試生物

　　　試験には生後24時間令以内のオオミジンコ（〃8吻f8朗朗a）の幼体を用いた。

　　　本種は，1995年7月18日に国立環境研究所より入手したものを，当研究所において継代飼

　　育しているものである。また，基準物質（重クロム酸カリウム，試薬特級）による48時間

　　の半数遊泳阻害濃度（EiC50）は。・23㎎／しであった。

　　　供試する幼体を得るためのミジンコの飼育方法

　継代中のものから幼体を抱えた肉眼的に健康かつ十分な大きさの雌成体を選別し，別に

用意したビーカーに移し，翌日，産出された幼体を別のビーカーに分けた。この幼体

（1998年1月30日生まれ）を供試ミジンコの親とし，以下の条件で飼育した。成熟し幼体を

産むようになったら1週間に2回以上幼体を除去した。4週目に入り暴露開始前日に，そ

の前2週間の死亡率が10％以下で休眠卵や雄が発生しなかったバッチから，育房内に幼体を

持つ雌成体を選別し，翌日（24時間以内）産出された幼体を試験に用いた（1998年2月24

日暴露開始）。

1）飼育水：

2）飼育密度：

3）水温：

4）照明：

5）餌：

6）給餌量：

希釈水（3．2参照）

幼体　35または40頭／3L飼育水

成体　　35頭／3L飼育水

20±1℃

室内光，16時間明（12001ux以下）／8時間暗

訪10rθ11a四18ari5

ミジンコ1頭当たり0．15㎎C（有機炭素含量）／日
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3　試験方法

3．1試験条件

　1）暴露方式：

　2）暴露期間：

　3）試験液量：

　4）連数：

　5）供試生物数：

　6）試験温度：

　7）照明：

　8）給餌：

止水式

48時間

1容器（連）に付き100皿L

4容器（連）／濃度区

20頭／濃度区．（1連に付き5頭）

20±1℃

室内光，16時間明（12001ux以下）／8時間時

無給餌

3．2希釈水

　脱塩素水（横浜市水道水を活性炭処理し，残留塩素等を除去した後，充分通気したもの）

を使用した。希釈水の硬度は63㎎／L（CaCO3換算），pHは8．1であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

3．3　試験容器および恒温槽等

　1）試験容器：　100mL容ガラスビーカー，密閉用テフロンシート製蓋

　2）恒温槽：　　PVC製水槽（恒温装置TAITEC社製COOLNIT　CL－80F型）

　3）水温計：　　横河電機社製245502型

　4）溶存酸素計：電気化学計器社製DOL－10型

　5）p　H計．：　　東亜電波工業社製田一40V型

『
紀
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3．4　試験濃度の設定

　　本試験の実施に先立ち，対照区を設け予備試験を2回行った。その結果を，以下の表に

　示した。

　対照区の遊泳阻害率は，いずれも0％であった。

　　したがらて，本試験における濃度を0．100，0．180，0．320，0．560およびLOO㎎／L（公

比L8）の5段階とした。

一
t

予備試験結果（1回目・各2連）

濃度（㎎／L） 遊泳阻害率

24時間後 48時間後

0，100 0／10 0／10

0，300 0／10 1／10

1．00 9／10 10／10

3．00 10／10 10／10

10．0 10／10 10／10

16．0 10／10 10／10

予備試験結果（2回目・各2連）

濃度（㎎／L）

1．00

遊泳阻害率

24時間後

10／10

48時間後

10／10

（
3．5　試験液の調製

　被験物質を100㎎秤取し，DMF800㎎に溶解後，HCO－40を2500㎎加え混合し

た。これを純水で希釈し1000mしに定容とし，被験物質濃度1000㎎／しの原液を調製した。

同時に被験物質を含まない助剤原液33000㎎／L（D皿8000㎎／L，H　c　O－40　25000

㎎／L）を調製した。

　500皿しのメスフラスコに希釈水を入れ，上記被験物質原液を100倍希釈したものを各濃度

　に応じて添加した後，助剤濃度が一定（33㎎／L）になるように被験物質同様100倍希釈し

　た助剤原液を加え，各試験液を調製した。

　　助剤対照区には被験物質のみを含まないもの（助剤濃度：33㎎／L）を調製した。

　　対照区には，希釈水のみを用いた。
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3．6　試験液の分析

　全濃度区（但し，各1試験容器）について，暴露開始時と換水前の各試験液0．75並を測

定用バイアルに採取し，アセトニトリルを等量添加後H　P　L　Cにより分析した。アセトニ

　トリルで調製した標準溶液（o．5㎎／L）は，等量の水で希釈したものをH　P　L　C測定試料

とした。各試験液の被験物質濃度は，標準溶液のピーク面積との比から定量した。

　詳細は付属資料一2に示した。

3．7試験操作

　試験液の水温，溶存酸素濃度（D．0．），p　Hを測定後，ガラスピペットを用いて供試ミジ

　ンコを投入し，その時点を暴露開始時とした。その除，ピペット内の飼育水が，全量で試験　　（

液量に対して1％以内となるようにした。その後，暴露終了時（暴露開始48時間後）まで

飼育した。

　暴露開始24および48時間後にミジンコの遊泳阻害数の観察を行った。試験容器を穏やか

に動かした後，15秒間泳げない場合は遊泳阻害されたと見なした（但し，遊泳とは水中を

泳げることを意味し，水底を這って動くものは阻害に含めた。水面で動くものについては，

水滴を落とす等の操作でミジンコを強制的に水中に沈めると遊泳するが，再び浮上した場合

には遊泳阻害に含めた。また，正常な遊泳でない場合でも15秒間に1回でも水中を遊泳し

た場合は，阻害に含めなかった）。

　水温，D．0．およびp　Hは，暴露開始時および暴露終了時（暴露開始48時間後）に，全濃

度区（但し，各1試験容器，換水前後）の試験液について測定した・　　　　　（』）

4　結果の算出

　　各濃度区でのミジンコの遊泳阻害数と供試個体数（20頭）から遊泳阻害率（％）を求め，

　Bino皿ia1法により半数遊泳阻害濃度（EiC50）を算出した。同時に，その95％信頼限界も算’

　　出した。

　　　また，ミジンコが遊泳阻害を受けない最高濃度区を最大無作用濃度（NOECi）とし，全ての

　　ミジンコが遊泳阻害を受ける最低濃度を100％阻害最低濃度とした。
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5　結果および考察

　5．1　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　該当する事象はなかった。

（

5，2　試験液中の被験物質濃度

　暴露開始時の被験物質実測濃度は0．084～0．843㎎／L（設定値0．100～LOo㎎／L）であ

　り，設定値に対する割合は83～85％であった。

　暴露開始48時間後の被験物質実測濃度は0．066～0、732㎎／しであり，設定値に対する割合

は66～76％であった。

　　したがって，実測濃度が設定値の±20％を越えたため，各影響濃度の算出には実測値（幾

何平均値）を採用した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．16），付属資料一2］

（

5、3　半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　暴露開始24時間後の遊泳阻害率は，対照区，助剤対照区，0．100㎎／L区，o．180㎎／L

区および。．320㎎／L区でいずれも0％，o．560㎎／L区で60％，LOO㎎／L区で100％で

あった。

　暴露開始48時間後の遊泳阻害率は，対照区で0％，助剤対照区で5％，0．100㎎／L区，

o．180㎎／L区および0．320㎎／L区でいずれも。％，0．560㎎／L区で45％，LOo㎎／L区

　で100％であった。

　　また，対照区において水面に浮いたミジンコは，全く観察されなかった。

　　24時間暴露の半数遊泳阻害濃度（EiC50）は0．412㎎／L（Bino皿ia1法）であり，その

95％信頼限界は0．256～0．786㎎／しであった。

　　48時間暴露の半数遊泳阻害濃度（EiC50）は0．458㎎／L（Bino皿ia1法）であり，その95％

信頼限界は。．256～0．786㎎／しであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2（P．17），Table3（P，18），Figure1（P・22）］
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5．4　最大無作用濃度（NOEci）および100％阻害最低濃度

　本試験において暴露開始48時間後の助剤対照区で5％の遊泳阻害が認められたが，これは

　自然発生的範囲の遊泳阻害と考えられる。

　　したがって，24および48時間暴露の最大無作用濃度（NoEci）は。．256㎎／しと判断した。

　また，24および48時間暴露の100％阻害最低濃度は0．786㎎／しであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（P．18）］

5．5　試験液の水温，溶存酸素濃度およびp　H

　暴露期間中の試験液の水温は19．9～20．4℃，p　Hは7．4～7．8であった。

　　また，試験液中の溶存酸素濃度は7・7～8・7㎎／しであり，・全ての講験液で飽和溶存酸素濃

度の60％以上が維持された。（20。C水中の飽和溶存酸素濃度：8。8㎎／L）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5（P．19），Table6（P．20），Table7（P，21）］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

（

一15一



Table1 Heasured　Concentrat　i　ons　of　the

Conditions　duri㎎a48－Hour

Test　Substance

〃a吻i蝕a卿

undertheSe皿i－Static

I㎜obilization　Test

Test

　　　No皿inal

Concentration

　　　（㎎／L）

Keasured　concentratioD（㎎／L）

O　hour

　ne甘

Percentof

No皿ina1

48hour
　　old

Percent　of

No皿ina1

Geometri　c　嫉ean

duri㎎48hours
　　　　（㎎／L）

（
■

　　　　Control

Solvent　Contro1

　　　　　　0．100

　　　　　　0．180

　　　　　　0．320

　　　　　　0．560

　　　　　　1．00

＜
＜

0．007

0．007

0．084

0．149

0．269

0．478

0．843

艇
8
3
8
4
8
5
8
4

＜
＜

0．007

0．007

0．066

0．130

0．243

0．406

0．732

ρ
U
q
ム
貧
U
3
3

a
U
ワ
ー
7
7
ワ
‘

0．074

0．139

0．256

0．441

0．786

new：

01d：

freshly　prepared　test　solutions

test　soluti　ons　after48　hours　exposure

一
文
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Table2 The　Nmbers　of　I㎜obile刀a吻ia皿岬a　Exposed　to
the　Se皿i－Stat　i　c　Test　Condi　ti　ons

the　Test　Substance　under

　　　No皿inal

Concentrati　on

　　　（㎎／L）

　　Heasured
Cるncentrati。n

　　　（㎎／L）

α皿1ativeNu皿bersofl㎜obilized刀8吻i∂
　　　　　　　　　　（Percent　I皿皿obi　l　i　ty）

24hour 48hour

　　　　Control

Solvent　Contro1

　　　　　0．100

　　　　　0．180

　　　　　0．320

　　　　　0．560

　　　　　1．00

0．074

0．139

0．256

0．441

0．786

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

12（60）

20（100）

0（0）

1（5）

0（0）

0（0）

0（0）

9（45）

20（100）

■
（
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Table3 Cal　cul　ated　Ei　C50　Values　Based　on　Heasured　Concentrat　i　ons

Exposure

Period

（Hour）

Eic50

（㎎／L）

　　　95－Percent

Conf　i　deBce　L　i皿i　ts

　　　　　（㎎／L）

Stati　stical　Method

24 0．412 0．256　～　0．786 Bino皿ia1

48 0．458 0．256　～　0．786 B　ino皿i　a1

Table4 Observat　i　on of　No　Observed　Effect　Concentrat　i　on　（NOEC）　and　the　Lowest

Concentration　in　100％　1皿皿obi　l　i　ty

Exposure

Period

（hour）

No　Observed　Effect

　　Concentration
　　　　　　（NOEC）

　　　　　　（㎎／L）

Lowest　Concentration　in
　　　　100％　1皿nob　i　l　i　ty

（皿9／L）

24 0．256 0．786

48 0．256 0．786
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Table5 Te皿peratureundera48－HourSe皿i－StaticCondition

　　　No皿i丑al

Conce且trat　i　on

　　　（㎎乃）

Te皿perature，　。C

O　hour

New

48hour
　　Old

Contro1 20。0 20．3

Sol　vent　Contro1 19．9 20．0

0．100 19．9 20．0

0．180 19．9 20．1

0．320 20．0 20．0

0．560 20．2 20．0

1．00 20．4 20．0

W
d

（
口
I

N
A
U

freshly　prepared　test　solut　i　ons

test　solutions　after48hours　exposure

（
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Table6 DissolvedO即genConcentrationsundera48－HourSe皿i－StaticCondition

　　　No皿inal

Concentration

　　　（㎎几）

DissolvedOxygenConcentration，㎎／L

O　hour

New

48hour
　　Old

Contro1 8．6 8．0

Solvent　Contro1 8．7 7．9

0．100 8．6 7．8

0．180 8．6 7．8

0．320 8．6 7．8

（ 0．560 8．7 7．9

1．00 8．7 7．7

W
」
U
e
l
N
O

freshl　y　prepared　test　so　lut　i　ons

test　soluti　ons　after　48hours　exposure

（
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Table7 pHundera48－HourSe皿i－StaticCondition

　　　No皿inal

Concentration

　　　（㎎／L）

pH

O　hour

New

48hour
　　Old

Contro1 7．8 7．5

Solvent　Contro1 7．8 7．4

0．100 7．8 7．5

0．180 7．8 7．4

0．320 7．8 7．5

0．560 7．8 7．5

1．00 7．8 7．5

W
」
U

（
ロ
ー
⊥N
O

freshlypreparedtestsolutions

test　solutions　after48hours　exposure

（
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Fig凹e1 Concentrat　i　on－Im皿ob　i　l　i　ty

I皿皿obi　l　i　zat　i　on　Test

α迎ve for a 48－Hour 〃a伽f8 皿88刀8

（
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付属資料一1

　希釈水の水質
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Appendi　x　1 WaterQualityofDilutio丑Water

Para皿eter Coロcentrat　i　on

COD

Total　phosphorus

pH

Colifor皿groupbacteria

Mercury

Copper

Cad皿iu皿

Zinc

Lead

Alu皿iniu皿

Nickel

Chro皿iu皿

Ma㎎anese

Tin

Iron

Cyallide

Free　chl　orine

Bro皿ide

Fluoride

Sulfide

Total　a皿皿oniu皿

盆senic

Seleniu皿

Evaporationresidue

E　l　ectri　c　conduct　i　v　i　ty

Totalh肛dness（asCaCO3）

Alkalinity

Sodiu皿

Potassiu皿

Calciu皿

Magnesiu皿

1㎎／L

O．01㎎ノL

8．1（22℃）

N．D．

〈0．0001㎎／L

O．0006㎎／L

〈0．001㎎／L

O．02㎎／L

〈0．01㎎／L

O．03㎎／L

〈0．01㎎／L

〈o．oo5㎎／L

〈0．1㎎／L

＜0．1㎎／L

〈0．1㎎／L

　N．D．

〈o．01㎎／し

く0．05㎎／L

O．09㎎／L

〈0．03㎎／L

＜0．05㎎／L

〈0．005㎎／L

＜0．005㎎／L

130㎎／L

180μS／C皿

63㎎／L

45㎎／L

12㎎／L

　　1。3㎎／L

18㎎／L

　　4．9㎎／L

皿easure（i　date：　February　3，　1998
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付属資料一2

試験液の分析方法
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試験液の分析方法

1　試験液の分析方法

　　各試験液0．75皿Lを測定用バイアルに採取し，アセトニトリル0．75凪を加え混合し，

　H　P　L　Cにより分析した。アセトニトリルで調製した標準溶液（0．50㎎／L）は，等量の水で

　希釈したものをHP　L　C測定試料とした。各試験液の被験物質濃度は，標準溶液のピーク

面積との比から定量した。

2　高速液体クロマトグラフィー（HP　L　C）測定条件

（

（装置）

　高速液体クロマトグラブ：

　　　ワークステーション：

　　　　　　　パソコン：

　　　　　　　プリンター：

　ポンプ：

　カラムオーブン：

　オートサンプラ：

　検出器：

　デ｝タ処理装置：

（条件）

　カラム：

　溶離液：

　流速：

　測定波長：

　試料注入量：

　カラム温度：

日立製作所製L－7000型（No．1）
windows　NTおよびD－7000型HPLcシステムマネジャ

CO迎AQpROLIN趾590，ディスフ。レイ；171FS

特ノン製しASERSHOTLBP－A404F

L－7100型（2台）

L－7300型
L－7200型
L－7400型
D－7000型

Inertsi10DS－3V，5μ皿，4．6x150皿（GL　Sciences　Inc．）

Acetoni　tr　i　le　70　％，　Water　30　％

LO皿L／皿in

220皿
50μL

50℃
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3　検量線

　　被験物質の1000㎎／Lアセトニトリル溶液を調製し，順次，アセトニトリルで希釈し0，

　0．010，0．020，0．05010．10，0．20，0．50，LO，2．0，5．0，10．0㎎几の標準溶液を調製し

　た。　この標準溶液を一定量採取し水で等量希釈したものをHP　L　C測定試料とした。横軸

　に濃度を（㎎／L），縦軸にピーク面積（count表示）をとり，検量線を作成した。検量線の

　最小二乗法による直線回帰酋の相関係数は，1．000と良好であった。

4　検出限界

　　最小検出ピーク面積を500countに設定し，これに相当する試験液中の被験物質濃度

　0．007㎎／Lを検出限界とした。

5　添加回収試験

　　H　P　L　C直接注入法のため添加回収試験は実施しなかった。

（
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FigureA＋1 Cal　ibration　Curve　by　HPLC　Analys　i　s

Nα Concentrati　on
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Figure　A－2－2 Representative　chromatogra皿s

（1）　Standard　O．50　mg／L；O　hr

分析日鯵：98！｛雌416：35　　　　　　作疲目時：98！02／2417：13

デ→塾理用分析フ協：123一陶σ84ε笈⑭Miの
アプサ悼ヨン：1かTC8σ87償嫡ω　　弱一ズ：oo暇
＾二伽：可1　　　　　　　　　　伽プ絡：o．5曜！L翫．Ob
Aαのσ：鳳　　　　　　　　　　注入量：50．O　ul
注入回数：1　　　　　　　　　　”プにメンド

ケ叫，イプ　㎜科痢：1

O．010

o．oo8

㎝
　
叫
　
厩

軌
　
　
軌
　
　
し

き
蟹
蟄
ゆ
5

o、㎜

01Z34567喜　　　　　　　　　　　　操持時筒回ゆ

ま鵬（協離儒3v
　溶翻：70監燗
ポンプ6（楯謝：レ7100
　溶融温：3眺甑tor
ユメンド

　　Z甑5鵬1．0騨1んi氏

デ→収集用分析，7孤：1ZトTC8σB噸㈱i亀〕

ピ→定量：面積

作岐書：■■■■

宝置計算方法：薗積橘

飼。　像持暗闘　面積　　西柳　BC

1　　　7．85　38174　100．卿　’肥

381了4　100．000

（2）　Contro1　　　0　hr

分折目畦：　98！C2！Z4　15：35

Aαル：1
バィ7レ鰹プ：照

注入回教：1

作症日時：98！02！2417：21

デ→健闘分析，冠鼻：123－TC8（7鋼82＆d珈iの
7プ暫ケー71ン：IZ3一TC8σBフ幌嫡i．｝　沖ズ：0002

サンプ5名：C｛耕tro1．｛勘

注λ量：50．O　ul
fシ7■ルコメント：

，ロマト，イフし　　HPLC　fヤンネ凸：　1

α010

O．0朝

9
5　　　α006

鱈
額
中　　　o・oo4

睾

　　　氏。αz

o．ooo

（

0　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　書
　　　　　　　　　　　　年持舜口回n，

」ラ焔：1帥r卯罅割
ポンプAo【⇔）．レ7100

　糊：70鶴崎
めフ3㈲駒〕l　l→100
　溶離泓：　3σ瞥　賢lt◎r
コメント：

　　220胤50℃，1．α■1んi氏

デ→収集用分新”イ』’：123一τC8〔7B4826，d卸㎞iの

ピ→定量二百積

作成者：■■■■■

定量計算方法：面積誓

詞。　保持時間　面積　　面積鵯　BC

O　O．000
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Figuエe　A－2－2 Continued

（3）　Solvent　Contl』ol O　hr

分折日時：ga！02！2』15：47　　　　　　　作成日蒔：98！02／2“7：21

デ→処理用分析カイ5：123－TCBσB4a26．d蓼㎞ia｝
η’，物ン：伽一TC8‘7B74阻da幽iの　　碧一ズ：ooo2
パ佛：2　　　　　　　　　　　切’絡＝Sol．Coロtrol鋤
＾’

ﾅ”σ：㎝〔　　　　一　　注入量：10ρd
注入同数：1　　　　　　　　　†ンプ脚ント：

　　　　　　　　　　　　　　　ケロマト，イプ：臥C　fヤン雑：　1

し010

αo㏄

9
5　　　　吐006

鱈
懸
命　　　0・004

鯉

　　　なoo2

o．㎜

　　　　　　　0　　　1　　　Z　　　　3　　　　4　　　　5　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍同色ω

デ→収集用分析ン胃ル：1ZトTC8〔鴻48笈d幽i◎
姫ム名：lr睡r書1“00ト37　　　　　　　　　作ぼ者：■■■■■■ロ

ホンプA〔燈）．1－7100

　灘：7儀燗ポンフーB｛婚期｝：　L，7100

　溶㎜：3㎝徹er
コメント：

　　220口臨．　50℃，　1．0頃1！鵬irL　．

ピ→定量：百積　　　　　　　　　　　　定量計算方渋：缶積覧

1

櫛　藻持時凶　面積　面積～　BC

O　O．000

（4）0．100㎎／L　nominal；0財

分稲時：鵯！02脳15：59　　　傲日時：g職烈ロ：21

デ→処理罵分析力イレ：123－T㊥σB4826．d叩hnia〕

難：’　d　霧継Oh
　　　　　　　　　　　　　　　掴ト，イプ：闇」c音ン拓：1

コ
5
琶
督
中
華

し010

α朋

。．oo6

o．oo4

o．DO2

　　　O．000

　　　　　　　0　　　1　　　　z　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸捧持同（鼠捕

；1欝騰臨野切㈱氏伽羅者・一■■
ポンフーAひイン）：　L－7100

　濡”圃：70鶉燗
ぎンプB〔捕物）：し一丁100

　溶離液真：3佛駄t解
コメント：

　　22賦50’C，1．α臨1んi比

ピ→定量：面積　　　一　　　　　　　　　定量計算方法：面積慌

網。　像持時間　面積　百榔　㏄

1　　7．84　6378　100、000　㏄

6378　100．00D
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FigUre　A－2－2 Cont　inued

（5）0．320mg／Ln・minal；0地

分折日時：ga！02！2415：23

＾1価：5
Aσのイア：U賦
注入日数：1

作薦日蒔：9＆！OZ！2417：19

デ→処畢用分析力イ5：聡3－TC8σB4煕d卸㎞i亀〕
π，ケツ3ン：1かT㊤σB了塒軌ω　　”一ズ：oo隠

”プ略：伽．3．山
注入量：50．O副
秒プルコメント：
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Figure　A－2－2 Conti且ued
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FigureA－2－2 Continued
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Figure　A－2－2 Continued
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